
　

�

月

�

日

、

ホ

テ

ル

ニ

ュ

ー

オ

ー

タ

ニ

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

、

自

民

党

税

理

士

制

度

改

革

推

進

議

員

連

盟

（

注

）

（

会

長

＝

宮

沢

洋

一

参

院

議

員

・

自

民

・

広

島

選

挙

区

）

の

総

会

が

開

催

さ

れ

、

太

田

直

樹

日

税

政

会

長

、

神

津

信

一

日

税

連

会

長

を

は

じ

め

と

し

て

多

数

の

役

員

が

出

席

し

た

＝

写

真

。

　

脳

、

心

臓

・

肺

ド

ッ

ク

を

受

診

し

た

。

「

健

康

診

断

は

受

け

な

く

て

い

い

、

ど

う

し

て

も

動

脈

硬

化

が

心

配

な

ら

脳

・

心

臓

ド

ッ

ク

を

受

け

る

べ

き

だ

」

現

在

、

�

万

部

突

破

の

大

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

『

�

歳

の

壁

』

等

の

シ

ニ

ア

本

が

爆

売

れ

中

で

書

店

の

平

積

み

王

、

老

年

精

神

科

医

の

和

田

秀

樹

氏

の

大

胆

な

お

勧

め

に

従

っ

た

▼

そ

の

結

果

、

小

生

は

今

の

と

こ

ろ

ぎ

り

ぎ

り

セ

ー

フ

で

あ

っ

た

が

、

一

緒

に

受

診

し

た

友

人

は

、

心

臓

を

取

り

巻

く

冠

動

脈

に

動

脈

硬

化

が

進

ん

で

狭

窄

し

て

い

る

部

分

が

発

見

さ

れ

、

バ

ル

ー

ン

・

ス

テ

ン

ト

留

置

で

血

管

を

広

げ

る

治

療

で

命

拾

い

を

し

た

▼

誰

で

も

歳

を

重

ね

る

ご

と

に

、

体

に

色

々

な

不

調

が

表

れ

て

健

康

に

対

す

る

不

安

が

渦

巻

い

て

く

る

。

そ

ん

な

心

細

い

時

に

、

和

田

氏

は

「

血

圧

も

血

糖

値

も

少

し

高

め

位

が

い

い

」

「

発

想

と

習

慣

を

変

え

る

だ

け

で

老

化

が

ス

ト

ッ

プ

す

る

」

と

�

～

�

代

向

け

に

「

元

気

で

人

生

を

楽

し

も

う

」

と

呼

び

掛

け

て

く

れ

る

▼

「

老

化

へ

の

道

の

り

を

快

適

に

歩

む

に

は

秘

訣

が

あ

る

」

と

、

自

ら

の

臨

床

経

験

に

基

づ

い

た

人

生

後

半

の

ス

テ

ー

ジ

を

生

き

る

た

め

の

「

心

と

体

の

整

え

方

」

を

教

示

し

て

く

れ

、

安

心

感

を

与

え

て

く

れ

る

著

作

群

で

あ

る

。

先

生

方

も

是

非

ご

一

読

あ

れ

。

（

矢

田

）

発　行　所

日 本 税 理 士

政

　

治

　

連

　

盟

東京都品川区大崎１―�―８

日本税理士会館（〒１４１―００３２）

電話　�（５４３５）０９１０

定価　１部１００円

編集発行人

小島　善弘

税理士政治連盟会員の購読

料は会費の中に含みます。

記

事

・

自

民

党

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

出

席

２

面

地

方

短

信

・

公

明

党

北

海

道

本

部

と

の

政

策

懇

談

会

を

開

催

３

面

特

集

・

写

真

で

見

る

税

制

改

正

陳

情

４

～

７

面

　

自

民

党

の

議

連

か

ら

は

西

田

昌

司

幹

事

長

、

う

え

の

賢

一

郎

事

務

局

長

な

ど

１

６

０

人

（

代

理

出

席

含

む

）

が

出

席

し

た

。

　

太

田

会

長

は

冒

頭

「

今

年

７

月

の

参

議

院

選

挙

に

お

い

て

弊

連

盟

の

�

名

の

推

薦

候

補

者

の

内

、

�

名

が

当

選

し

た

。

今

後

も

税

理

士

会

の

活

動

や

税

理

士

制

度

に

理

解

の

あ

る

候

補

者

を

１

人

で

も

多

く

国

政

の

場

に

送

り

出

し

た

い

」

と

あ

い

さ

つ

を

し

た

。

　

そ

の

後

、

平

井

貴

昭

日

税

連

調

査

研

究

部

長

よ

り

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

建

議

書

の

重

要

建

議

項

目

で

あ

る

、

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

導

入

に

つ

い

て

中

小

企

業

者

の

事

務

負

担

に

与

え

る

影

響

に

関

し

て

説

明

を

行

っ

た

。

　

説

明

を

受

け

て

の

質

疑

に

お

い

て

は

出

席

議

員

か

ら

「

当

事

者

で

あ

る

小

規

模

事

業

者

が

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

と

い

う

も

の

を

理

解

し

て

い

な

い

ケ

ー

ス

も

多

い

、

制

度

の

更

な

る

周

知

が

必

要

で

は

な

い

か

」

と

い

っ

た

意

見

も

あ

り

、

制

度

の

導

入

に

係

る

懸

念

点

を

指

摘

す

る

発

言

が

多

く

寄

せ

ら

れ

た

。

　

（

注

）

自

民

党

税

理

士

制

度

改

革

推

進

議

員

連

盟

は

、

税

理

士

の

社

会

的

地

位

の

向

上

、

税

理

士

業

務

の

改

善

・

進

歩

に

協

力

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

平

成

９

年

に

結

成

さ

れ

、

�

月

�

日

現

在

の

入

会

議

員

数

は

２

３

２

人

（

衆

議

院

１

７

５

人

、

参

議

院

�

人

）

で

あ

る

。

　

�

月

�

日

、

衆

議

院

第

一

議

員

会

館

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

、

立

憲

民

主

党

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

（

会

長

＝

海

江

田

万

里

衆

院

議

員

・

無

所

属

・

比

例

東

京

）

の

総

会

が

開

催

さ

れ

、

太

田

直

樹

日

税

政

会

長

、

神

津

信

一

日

税

連

会

長

を

は

じ

め

関

係

役

員

が

出

席

し

た

＝

写

真

。

　

立

民

議

連

か

ら

は

、

海

江

田

万

里

会

長

、

近

藤

昭

一

幹

事

長

ら

多

数

が

出

席

し

た

。

　

冒

頭

、

海

江

田

会

長

、

神

津

会

長

に

続

き

太

田

会

長

よ

り

、

こ

れ

ま

で

の

税

理

士

会

の

要

望

実

現

に

際

し

て

の

議

員

連

盟

の

活

動

に

謝

辞

を

述

べ

る

と

と

も

に

「

今

後

も

国

政

の

場

に

我

々

の

要

望

項

目

に

理

解

の

あ

る

候

補

者

を

１

人

で

も

多

く

送

り

出

し

た

い

」

と

の

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

後

、

平

井

貴

昭

日

税

連

調

査

研

究

部

長

よ

り

令

和

５

年

度

税

制

改

正

建

議

書

の

建

議

項

目

に

つ

い

て

説

明

を

行

っ

た

。

　

重

要

建

議

項

目

と

し

て

挙

げ

て

い

る

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

導

入

に

つ

い

て

中

小

企

業

者

の

事

務

負

担

に

与

え

る

影

響

等

の

説

明

を

行

っ

た

。

　

続

い

て

、

質

疑

応

答

が

行

わ

れ

、

出

席

し

た

議

員

か

ら

は

最

近

の

新

聞

等

で

報

道

さ

れ

て

い

る

税

制

改

正

の

動

向

に

つ

い

て

の

発

言

が

あ

る

な

ど

、

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

　

�

月

８

日

、

衆

議

院

第

一

議

員

会

館

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

、

公

明

党

・

日

本

税

理

士

会

連

合

会

と

の

政

策

懇

話

会

（

会

長

＝

北

側

一

雄

衆

院

議

員

・

公

明

・

大

阪

�

区

）

が

開

催

さ

れ

、

太

田

直

樹

日

税

政

会

長

、

神

津

信

一

日

税

連

会

長

を

は

じ

め

と

し

た

関

係

役

員

が

出

席

し

た

＝

写

真

。

　

公

明

党

か

ら

は

、

北

側

一

雄

会

長

、

西

田

実

仁

幹

事

長

ら

多

数

が

出

席

し

た

。

　

冒

頭

、

西

田

幹

事

長

、

神

津

会

長

に

続

き

太

田

会

長

よ

り

、

同

懇

話

会

が

貴

重

な

意

見

交

換

の

場

で

あ

る

こ

と

へ

の

謝

辞

を

述

べ

た

ほ

か

「

今

後

も

税

理

士

会

の

活

動

や

税

理

士

制

度

に

理

解

の

あ

る

候

補

者

を

１

人

で

も

多

く

国

政

の

場

に

送

り

出

し

た

い

」

と

の

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

後

、

平

井

貴

昭

日

税

連

調

査

研

究

部

長

よ

り

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

建

議

書

の

重

要

建

議

項

目

で

あ

る

、

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

導

入

に

つ

い

て

中

小

企

業

者

の

事

務

負

担

に

与

え

る

影

響

に

関

し

て

説

明

を

行

っ

た

。

そ

れ

に

対

し

て

出

席

し

た

議

員

か

ら

は

今

回

の

要

望

に

対

す

る

財

務

省

と

の

間

で

の

議

論

の

推

移

に

つ

い

て

の

質

問

が

あ

り

、

ま

た

参

議

院

の

委

員

会

の

場

で

イ

ン

ボ

イ

ス

の

導

入

に

関

し

て

の

質

問

を

行

っ

た

な

ど

の

発

言

が

あ

り

、

活

発

に

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連（１） 第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
（毎月１回１日発行） （昭和�年９月１日　第三種郵便物認可）

　



　

日

本

人

の

賃

金

は

、

こ

の

�

年

以

上

、

ほ

と

ん

ど

上

昇

し

て

い

な

い

。

　

日

本

の

賃

金

が

�

年

間

上

が

ら

な

い

根

本

的

な

原

因

は

、

企

業

の

稼

ぐ

力

が

停

滞

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

企

業

の

稼

ぐ

力

は

付

加

価

値

と

呼

ば

れ

、

売

上

高

か

ら

売

上

原

価

を

差

し

引

い

た

も

の

で

「

粗

利

益

」

と

も

呼

ば

れ

る

。

賃

金

を

引

き

上

げ

る

た

め

に

必

要

な

こ

と

は

、

企

業

の

稼

ぐ

力

を

高

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

つ

ま

り

就

業

者

一

人

あ

た

り

の

付

加

価

値

生

産

を

向

上

さ

せ

る

こ

と

だ

。

そ

の

た

め

に

重

要

な

の

は

、

企

業

が

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

進

め

、

新

し

い

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

を

確

立

し

、

新

し

い

産

業

を

興

す

こ

と

だ

。

　

こ

の

よ

う

な

大

き

な

変

革

を

実

現

す

る

た

め

に

政

府

が

果

た

す

役

割

は

何

か

。

政

府

が

産

業

発

展

に

補

助

を

与

え

て

育

成

す

る

こ

と

で

は

な

く

、

政

府

が

行

う

べ

き

は

変

化

を

阻

害

し

て

い

る

条

件

を

取

り

除

く

こ

と

で

あ

る

。　

現

在

の

状

況

を

変

え

て

い

く

た

め

に

は

、

我

々

一

人

ひ

と

り

が

今

の

仕

組

み

に

ど

の

よ

う

な

問

題

が

あ

る

の

か

を

正

し

く

理

解

し

、

そ

れ

を

変

え

る

こ

と

を

政

治

に

求

め

て

い

く

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

　

日

税

政

の

動

き

�

・

�

　

政

策

委

員

会

と

国

対

委

員

会

が

合

同

会

議

を

開

催

�

・

�

　

広

報

委

員

会

＝

�

月

号

会

報

の

企

画

・

編

集�

・

�

　

自

由

民

主

党

・

税

理

士

制

度

改

革

推

進

議

員

連

盟

総

会

に

太

田

会

長

他

関

係

役

員

が

出

席

�

・

�

　

立

憲

民

主

党

・

税

制

調

査

会

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

吉

川

幹

事

長

、

秋

山

政

策

委

員

長

、

長

谷

川

国

対

委

員

長

が

出

席

�

・

１

　

自

由

民

主

党

・

予

算

・

税

制

等

に

関

す

る

政

策

懇

談

会

に

吉

川

幹

事

長

が

出

席

�

・

７

　

国

民

民

主

党

・

税

制

調

査

会

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

吉

川

幹

事

長

、

秋

山

政

策

委

員

長

が

出

席

�

・

８

　

公

明

党

・

日

本

税

理

士

会

連

合

会

と

の

政

策

懇

話

会

に

太

田

会

長

他

関

係

役

員

が

出

席

�

・

�

　

広

報

委

員

会

＝

�

月

号

会

報

の

企

画

・

編

集�

・

�

　

立

憲

民

主

党

・

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

総

会

に

太

田

会

長

他

関

係

役

員

が

出

席

　

吉

川

裕

一

幹

事

長

、

秋

山

典

久

政

策

委

員

長

、

長

谷

川

隆

史

国

対

委

員

長

は

�

月

�

日

、

参

議

院

議

員

会

館

（

千

代

田

区

）

で

開

催

さ

れ

た

立

憲

民

主

党

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

、

日

税

連

の

平

井

貴

昭

調

査

研

究

部

部

長

と

と

も

に

出

席

し

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

に

つ

い

て

要

望

し

た

＝

写

真

。

　

本

会

議

は

、

立

憲

民

主

党

の

税

制

調

査

会

が

次

年

度

の

税

制

改

正

に

対

す

る

ヒ

ア

リ

ン

グ

・

意

見

交

換

を

行

う

も

の

で

あ

る

。

　

会

議

に

お

い

て

は

、

平

井

部

長

が

令

和

５

年

度

税

制

改

正

に

関

す

る

重

要

建

議

・

要

望

項

目

と

し

て

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

導

入

に

対

す

る

問

題

点

に

つ

い

て

説

明

し

、

理

解

を

求

め

た

。

　

当

日

は

、

立

憲

民

主

党

か

ら

小

川

淳

也

衆

院

議

員

（

立

民

・

香

川

１

区

）

、

道

下

大

樹

衆

院

議

員

（

立

民

・

北

海

道

１

区

）

、

　

末

松

義

規

衆

院

議

員

（

立

民

・

東

京

�

区

）

、

稲

富

修

二

衆

院

議

員

（

立

民

・

比

例

九

州

）

の

ほ

か

、

多

数

の

議

員

が

出

席

し

、

議

員

か

ら

は

要

望

の

中

の

イ

ン

ボ

イ

ス

導

入

後

の

免

税

事

業

者

か

ら

の

仕

入

れ

割

合

が

な

ぜ

８

割

の

控

除

な

の

か

と

い

っ

た

質

問

が

あ

り

、

活

発

な

議

論

を

行

っ

た

。

　

吉

川

裕

一

幹

事

長

は

�

月

１

日

、

自

由

民

主

党

本

部

（

千

代

田

区

）

で

開

催

さ

れ

た

自

民

党

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

、

日

税

連

の

平

井

貴

昭

調

査

研

究

部

長

と

と

も

に

出

席

し

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

に

つ

い

て

要

望

し

た

＝

写

真

。

　

本

会

議

は

「

予

算

・

税

制

等

に

関

す

る

政

策

懇

談

会

」

で

あ

り

税

務

・

中

小

企

業

関

係

団

体

を

対

象

と

し

て

、

ヒ

ア

リ

ン

グ

・

意

見

交

換

を

行

う

も

の

で

、

日

税

政

・

日

税

連

の

ほ

か

、

全

国

法

人

会

総

連

合

、

全

国

青

色

申

告

会

総

連

合

、

全

国

間

税

会

総

連

合

会

等

の

団

体

が

出

席

し

た

。

　

会

議

に

お

い

て

は

、

平

井

部

長

が

令

和

５

年

度

税

制

改

正

に

関

す

る

重

要

建

議

・

要

望

項

目

と

し

て

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

導

入

に

対

す

る

問

題

点

に

つ

い

て

説

明

し

、

出

席

し

た

議

員

へ

要

望

内

容

に

対

す

る

理

解

を

求

め

た

。

　

当

日

は

、

自

民

党

か

ら

中

山

展

宏

衆

院

議

員

（

自

民

・

比

例

南

関

東

）

、

中

西

健

治

衆

院

議

員

（

自

民

・

神

奈

川

３

区

）

、

小

渕

優

子

衆

院

議

員

（

自

民

・

群

馬

５

区

）

の

ほ

か

、

多

数

の

議

員

が

出

席

し

、

質

疑

に

お

い

て

は

、

免

税

事

業

者

に

配

慮

し

つ

つ

、

円

滑

な

導

入

に

向

け

て

の

検

討

を

行

い

た

い

旨

の

発

言

が

あ

っ

た

。

　

吉

川

裕

一

幹

事

長

、

秋

山

典

久

政

策

委

員

長

は

�

月

７

日

、

衆

議

院

第

一

議

員

会

館

（

千

代

田

区

）

で

開

催

さ

れ

た

国

民

民

主

党

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

、

日

税

連

の

平

井

貴

昭

調

査

研

究

部

部

長

と

と

も

に

出

席

し

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

に

つ

い

て

要

望

し

た

＝

写

真

。

　

本

会

議

は

、

国

民

民

主

党

の

税

制

調

査

会

が

次

年

度

の

税

制

改

正

に

対

す

る

ヒ

ア

リ

ン

グ

・

意

見

交

換

を

行

う

も

の

で

あ

る

。

　

会

議

に

お

い

て

は

、

平

井

部

長

が

令

和

５

年

度

税

制

改

正

に

関

す

る

重

要

建

議

・

要

望

項

目

と

し

て

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

導

入

に

対

す

る

問

題

点

に

つ

い

て

説

明

し

、

理

解

を

求

め

た

。

　

当

日

は

、

国

民

民

主

党

か

ら

大

塚

耕

平

参

院

議

員

（

国

民

・

愛

知

選

挙

区

）

の

ほ

か

、

関

係

議

員

ら

が

出

席

し

、

議

員

か

ら

は

紙

の

イ

ン

ボ

イ

ス

の

導

入

に

係

る

事

務

負

担

が

も

た

ら

す

混

乱

を

危

惧

す

る

旨

の

発

言

が

あ

る

な

ど

、

活

発

な

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連 （２）第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
（第三種郵便物認可）

　



　

去

る

、

�

月

�

日

、

自

民

党

税

理

士

制

度

改

革

推

進

議

員

連

盟

（

以

下

「

自

民

党

議

連

」

と

い

う

）

総

会

に

出

席

し

た

。

自

民

党

か

ら

は

代

理

出

席

者

を

含

め

、

１

６

０

人

の

出

席

が

あ

っ

た

。

冒

頭

、

太

田

会

長

と

日

税

連

の

神

津

会

長

か

ら

税

理

士

法

改

正

成

立

の

お

礼

と

、

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

導

入

に

つ

い

て

延

期

又

は

柔

軟

な

運

用

実

現

へ

の

協

力

依

頼

が

あ

り

、

こ

の

後

、

日

税

連

の

担

当

役

員

か

ら

各

要

望

の

詳

細

説

明

が

あ

っ

た

。

　

税

理

士

法

改

正

が

実

現

し

た

現

在

、

喫

緊

の

課

題

は

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

導

入

へ

の

対

応

で

あ

り

、

出

席

議

員

の

発

言

も

「

小

規

模

な

事

業

者

の

大

半

は

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

を

理

解

し

て

い

な

い

」

「

地

方

の

小

規

模

事

業

者

は

取

引

か

ら

排

除

さ

れ

る

」

「

地

域

の

農

業

や

農

地

を

守

る

た

め

の

組

織

が

維

持

で

き

な

く

な

り

地

域

全

体

が

疲

弊

す

る

恐

れ

が

あ

る

」

な

ど

、

我

々

と

認

識

を

共

有

し

て

い

る

こ

と

を

実

感

し

た

。

ま

た

、

近

年

各

地

で

多

発

し

て

い

る

集

中

豪

雨

等

に

よ

る

甚

大

な

被

害

対

応

に

つ

い

て

、

自

民

党

議

連

総

会

が

静

岡

の

豪

雨

災

害

直

後

の

こ

と

も

あ

り

「

災

害

損

失

控

除

の

創

設

」

や

「

所

得

税

の

確

定

申

告

期

限

の

恒

久

的

延

長

」

を

求

め

る

発

言

が

相

次

い

だ

。

　

今

回

発

言

を

い

た

だ

い

た

ほ

と

ん

ど

の

議

員

に

後

援

会

が

設

立

さ

れ

て

お

り

、

常

日

頃

か

ら

後

援

会

や

地

区

役

員

を

通

じ

て

税

制

改

正

建

議

や

要

望

を

理

解

い

た

だ

き

、

地

域

の

現

状

を

踏

ま

え

て

の

発

言

の

た

め

非

常

に

説

得

力

の

あ

る

内

容

に

な

っ

て

い

る

。

　

今

後

、

自

民

党

議

連

で

の

発

言

だ

け

で

な

く

、

日

税

連

や

日

税

政

で

把

握

し

た

議

員

の

具

体

的

な

発

言

内

容

を

単

位

税

政

連

や

後

援

会

に

還

元

し

、

陳

情

や

要

望

を

受

け

て

議

員

が

ど

の

よ

う

な

場

所

で

ど

の

よ

う

な

発

言

や

対

応

を

し

た

か

、

効

果

と

結

果

を

周

知

す

る

こ

と

に

よ

り

一

層

の

税

政

連

及

び

後

援

会

活

動

の

活

性

化

に

繋

げ

て

い

き

た

い

。

　

議

員

に

と

っ

て

後

援

会

は

非

常

に

有

難

い

も

の

で

あ

り

、

我

々

と

し

て

も

後

援

会

の

会

員

数

を

増

や

す

と

と

も

に

議

員

の

要

望

も

聞

き

な

が

ら

「

ギ

ブ

ア

ン

ド

テ

イ

ク

」

の

関

係

の

中

に

も

心

の

こ

も

っ

た

活

動

を

展

開

す

る

必

要

性

を

感

じ

た

。（

河

合

）

新型コロナワクチン、いつまで打つの

やら？出ました！対応デザインシャツ

　

�

月

�

日

、

北

海

道

税

理

士

政

治

連

盟

（

名

越

隆

雄

会

長

）

は

、

札

幌

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

国

際

館

パ

ミ

ー

ル

（

札

幌

市

）

に

お

い

て

、

公

明

党

北

海

道

本

部

と

の

政

策

懇

談

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

公

明

党

北

海

道

本

部

か

ら

は

代

表

の

稲

津

久

衆

院

議

員

（

公

明

・

北

海

道

�

区

）

、

代

表

代

行

の

佐

藤

英

道

衆

院

議

員

（

公

明

・

比

例

北

海

道

）

の

他

、

道

議

会

議

員

１

人

、

札

幌

市

議

会

議

員

３

人

が

出

席

し

、

本

連

盟

か

ら

は

名

越

隆

雄

会

長

、

谷

幹

夫

幹

事

長

の

他

６

人

が

出

席

し

た

。

　

佐

藤

議

員

の

開

会

あ

い

さ

つ

、

名

越

会

長

の

あ

い

さ

つ

の

後

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

要

望

に

つ

い

て

渡

部

喜

彦

政

策

委

員

長

が

具

体

例

を

挙

げ

な

が

ら

消

費

税

の

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

（

イ

ン

ボ

イ

ス

方

式

）

の

見

直

し

、

非

課

税

取

引

の

範

囲

の

見

直

し

、

所

得

税

の

人

的

控

除

を

含

め

た

基

礎

控

除

の

引

き

上

げ

の

重

点

項

目

の

説

明

が

行

わ

れ

た

。

　

名

越

会

長

、

谷

幹

事

長

か

ら

も

、

災

害

損

失

控

除

の

創

設

、

所

得

税

の

確

定

申

告

期

限

の

後

ろ

倒

し

等

の

要

望

が

あ

り

、

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

　

�

月

５

日

、

千

葉

県

税

理

士

政

治

連

盟

（

平

野

芳

和

会

長

）

は

、

オ

ー

ク

ラ

千

葉

ホ

テ

ル

（

千

葉

市

）

で

国

会

議

員

等

秘

書

と

の

協

議

会

を

開

催

し

た

＝

写

真

。

　

本

協

議

会

に

は

�

名

の

国

会

議

員

等

秘

書

の

出

席

が

あ

り

、

曲

山

博

国

会

対

策

委

員

長

の

司

会

に

よ

り

、

平

野

芳

和

会

長

の

あ

い

さ

つ

、

自

己

紹

介

の

後

、

協

議

に

入

っ

た

。

　

協

議

会

で

は

小

島

紀

子

副

会

長

が

座

長

を

務

め

、

税

政

連

か

ら

、

茂

木

浩

幹

事

長

が

組

織

の

説

明

、

曲

山

国

対

委

員

長

が

国

会

陳

情

に

つ

い

て

の

説

明

、

鈴

木

隆

夫

政

策

審

議

委

員

長

が

令

和

５

年

度

税

制

改

正

要

望

の

説

明

を

行

っ

た

。

　

出

席

し

た

秘

書

か

ら

は

税

政

連

・

後

援

会

に

対

し

て

様

々

な

要

望

が

あ

っ

た

。

特

に

、

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

に

つ

い

て

の

勉

強

会

を

開

催

し

て

ほ

し

い

等

多

数

の

意

見

が

あ

っ

た

。

　

協

議

会

は

原

田

豊

行

副

会

長

の

閉

会

の

あ

い

さ

つ

を

も

っ

て

終

了

し

た

。

続

い

て

、

３

年

ぶ

り

に

同

会

場

で

懇

親

会

が

行

わ

れ

、

参

加

者

か

ら

税

政

連

役

員

へ

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

に

つ

い

て

の

具

体

的

な

質

問

が

交

わ

さ

れ

る

な

ど

、

盛

会

の

う

ち

に

終

了

し

た

。

　

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

で

は

、

税

制

改

正

陳

情

の

様

子

や

、

議

員

と

の

懇

談

会

な

ど

を

メ

ー

ル

マ

ガ

ジ

ン

「

日

本

税

政

連

ニ

ュ

ー

ス

」

と

し

て

配

信

し

て

お

り

ま

す

＝

写

真

。

配

信

希

望

の

方

は

、

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

専

用

フ

ォ

ー

ム

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｎ

ｉ

ｃ

ｈ

ｉ

ｚ

ｅ

ｉ

ｓ

ｅ

ｉ

．

ｊ

ｐ

／

ｍ

ｅ

ｒ

ｕ

ｍ

ａ

ｇ

ａ

／

）

よ

り

必

要

事

項

を

入

力

の

上

、

配

信

登

録

を

行

っ

て

く

だ

さ

い

。

●

配

信

日

不

定

期

（

お

知

ら

せ

内

容

が

あ

る

と

き

に

随

時

配

信

し

ま

す

）

　

メ

ー

ル

マ

ガ

ジ

ン

の

バ

ッ

ク

ナ

ン

バ

ー

は

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

閲

覧

可

能

で

す

。

（

Ｕ

Ｒ

Ｌ

）

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

：

／

／

ｎ

ｉ

ｃ

ｈ

ｉ

ｚ

ｅ

ｉ

ｓ

ｅ

ｉ

．

ｊ

ｐ

／

ｃ

ａ

ｔ

ｅ

ｇ

ｏ

ｒ

ｙ

／

ａ

ｃ

ｔ

ｉ

ｖ

ｉ

ｔ

ｙ

／

　

会

報

「

日

本

税

政

連

」

の

バ

ッ

ク

ナ

ン

バ

ー

も

Ｈ

Ｐ

に

て

閲

覧

可

能

で

す

。

（

Ｕ

Ｒ

Ｌ

）

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

：

／

／

ｎ

ｉ

ｃ

ｈ

ｉ

ｚ

ｅ

ｉ

ｓ

ｅ

ｉ

．

ｊ

ｐ

／

ｃ

ａ

ｔ

ｅ

ｇ

ｏ

ｒ

ｙ

／

ｄ

ａ

ｔ

ａ

／

日

　

本

　

税

　

政

　

連（３） 第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
（第三種郵便物認可）

　



山田美樹議員（自民・東京１区）

辻清人議員（自民・東京２区）

平将明議員（自民・東京４区）

平沢勝栄議員（自民・東京�区）

菅直人議員（立民・東京�区）

萩生田光一議員（自民・東京�区）

石原宏高議員（自民・比例東京）

松本洋平議員（自民・比例東京）

海江田万里議員（無所属・比例東京）

竹谷とし子議員（公明・東京選挙区）

小泉進次郎議員（自民・神奈川�区）

あかま二郎議員（自民・神奈川�区）

牧島かれん議員（自民・神奈川�区）

牧山ひろえ議員（立民・神奈川選挙区）

松沢成文議員（維新・神奈川選挙区）

上田勇議員（公明・比例）

武村展英議員（自民・滋賀３区）

こやり隆史議員（自民・滋賀選挙区）

勝目康議員（自民・京都１区）

　

日

税

政

は

、

税

制

改

正

等

に

関

す

る

一

斉

陳

情

を

行

っ

た

。

　

以

下

、

�

月

号

に

引

き

続

き

陳

情

活

動

の

写

真

を

掲

載

し

、

活

動

の

模

様

を

紹

介

す

る

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連 （４）第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
（第三種郵便物認可）

　



�井章議員（自民・京都選挙区）

福山哲郎議員（立民・京都選挙区）

佐藤茂樹議員（公明・大阪３区）

伊佐進一議員（公明・大阪６区）

池下卓議員（維新・大阪�区）

松川るい議員（自民・大阪選挙区）

杉久武議員（公明・大阪選挙区）

松本剛明議員（自民・兵庫�区）

伊藤孝江議員（公明・兵庫選挙区）

堀井巌議員（自民・奈良選挙区）

奥野信亮議員（自民・比例近畿）

盛山正仁議員（自民・比例近畿）

谷川とむ議員（自民・比例近畿）

田中英之議員（自民・比例近畿）

山本香苗議員（公明・比例）

高木宏壽議員（自民・北海道３区）

稲津久議員（公明・北海道�区）

中川郁子議員（自民・比例北海道）

渡辺孝一議員（自民・比例北海道）

荒井優議員（立民・比例北海道）

高橋はるみ議員（自民・北海道選挙区）

日

　

本

　

税

　

政

　

連（５） 第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
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船橋利実議員（自民・北海道選挙区）

徳永エリ議員（立民・北海道選挙区）

岸真紀子議員（立民・比例）

鈴木宗男議員（維新・比例）

土井亨議員（自民・宮城１区）

遠藤利明議員（自民・山形１区）

舟山康江議員（国民・山形選挙区）

庄子賢一議員（公明・比例東北）

上川陽子議員（自民・静岡１区）

井林辰憲議員（自民・静岡２区）

細野豪志議員（自民・静岡５区）

勝俣孝明議員（自民・静岡６区）

城内実議員（自民・静岡７区）

源馬謙太郎議員（立民・静岡８区）

若林洋平議員（自民・静岡選挙区）

牧野たかお議員（自民・静岡選挙区）

平山佐知子議員（無所属・静岡選挙区）

鈴木淳司議員（自民・愛知７区）

八木哲也議員（自民・愛知�区）

重徳和彦議員（立民・愛知�区）

大西健介議員（立民・愛知�区）

日

　

本

　

税

　

政

　

連 （６）第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
（第三種郵便物認可）

　



今枝宗一郎議員（自民・愛知�区）

藤川政人議員（自民・愛知選挙区）

酒井庸行議員（自民・愛知選挙区）

里見隆治議員（公明・愛知選挙区）

斎藤嘉隆議員（立民・愛知選挙区）

伊藤孝恵議員（国民・愛知選挙区）

田村憲久議員（自民・三重１区）

山本佐知子議員（自民・三重選挙区）

宮澤博行議員（自民・比例東海）

山本左近議員（自民・比例東海）

青山周平議員（自民・比例東海）

石井拓議員（自民・比例東海）

石原正敬議員（自民・比例東海）

伊藤渉議員（公明・比例東海）

中川正春議員（立民・比例東海）

渡辺周議員（立民・比例東海）

田中健議員（国民・比例東海）

杉本和巳議員（維新・比例東海）

左から佐々木紀議員（自民・石川２

区）、小森卓郎議員（自民・石川１区）、

髙木毅議員（自民・福井２区）

奥側左から堂故茂議員（自民・富山選挙

区）、野上浩太郎議員（自民・富山選挙

区）、田畑裕明議員（自民・富山１区）

長谷川淳二議員（自民・愛媛４区）

日

　

本

　

税

　

政

　

連（７） 第５７４号令和４年（２０２２年）１２月１日（木曜日）
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日

　

本

　

税

　

政
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